
沙漠研究17-3，123-132(200η 
Journal 01 Arid Land Studies 

資料・報告

中国新彊ウイグ、ノレ自治区国吉市阿什里合薩克族郷における

定住化政策と牧畜形態の変遷
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1.はじめに

中国政府は，牧畜民の生活向上と自然草地の保全とを

目的に，国家所宥の家畜や土地採用権を 198日年代より世

帯1こ分配し始めた内モンゴル自治区では， 1982年に人

民公主主力t解体1--， 1985年までには家畜と草地lfiJ用権の世
帯への分配がほぼ完了した現在では内モンゴノレ自治区

の牧畜民は完全に定住化1)している内モンゴル自治区

ではこの牧畜民の定住化政策により，皮肉にも過放牧

による草地退化を如く結果となった日司ほか" 1995;ソ

ーハン， 2001) 車両軍ウイグノレ自治区においても，家畜と

土棚胴権は世帯に分配され，牧畜民の定住化が樹子し

ている この車種ウイグノレ自治区での牧畜民の定住化政

策は自治II政府のみならず， 1988年頃から国隙車合世

界食糧計画(WFP)や2∞I年から日本のnCAなど国外
の援助団体によっても推進されてきた(緑資源調封書，

20凶).続匿ウイグノレ自治区において急車に進む牧畜民同口

湖主・半農半牧化過程について，制度と生産哨立の構造

変化の視点倒[1・プノレジャップ"1998)，公対面設の視

点(ズリフェイヤほれ 20叫)や社会経済的視点(トル

スンナイ，2004)から精力的に研究がなされてきている

親匿ウイグル自治区で定住化政策が閣匝されて約 20年

が経つ.この20年間にわたる定住化政策が牧畜民の家畜

管理と生業にどのように影響してきたかを明らかにして

おくことは，これからの自然草砲の保全と牧畜民の開尋

向上の検討のためには是非とも必要である そこで本研

究で怯漏酌イグル自治区昌吉田族自治州昌吉市の阿

什里合薩克溺調¥(以下，アシュリ・カサヲ族郷とする)

を事例に，曹司宜ウイグノレ自治区での都市部周辺増車での

自然軒也の保全と創主・半農半牧jJj放畜民の所動向上の

可能性について検討するために，1)牧畜民の定住・半農
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半牧化の経紘 2)定住・半農半牧化に伴う季節移動パタ

ーンと家畜飼養頭数の変化動向，および， 3)定住・宅農

半牧化に伴う生業構造の変化を明らかにすることを目的

とした

2.調査地と調査方法

2.1.調査地

アシュリ・カザフ捗調lの調査地減をFi吾1に示した

アシュリ・カザフ族郷は，おおよそ北緯4304σ'"'-'43055'，

西経86055.........8TlO'にあり，天山山脈の北麓，ウノレムチ市

から西方に約60km，昌吉市中心から南西に約40回離れ

た都市部周辺に位置している 才胡1市周辺に位置してい

るため，都市との浴車が盛Lんで，農地開拓や牧畜民の定

住・半農半牧化が比較的進行している員臓である この

アシュリ・カザフ族郷の立地性比輔亘ウイグノレ自治区

北方のアノレタイ山脈11鵬で大部分の牧畜尉2淵 1市から

遠隔場拡位置しているため，多くの鵬宮で農細師が

進まず，牧畜民も定住・半農半牧化していない地域とは，

そ¢特徴が対照的である.

この大郡市周辺に位置するアシュリ・カザフ捗調1にお

いて， 2005年8月， 2∞6年1月および9月に合計9世帯
に対して現地調査をおこなった年間降水量は村落が

散在する平地では 150~250mm，南部の天山山脈中腹で

は250~OO mmである(トノレスンナイ， 2004).平地は

乾燥地帯に位置しているため，平地に分布する闘地帯

は全て濯瓶によって農耕がおこなわれている.

2.2牧畜民の定住・半農半牧化の経緯

定住・王子農半牧:化した現在¢牧富民の生業構造を托躍

するために近年の制度改革の経緯を把握しておくこと

は極めて重要である そこで，昌吉市畜牧局アシュリ草
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Material and Report 

Sedentary Policy and Changes of Subsistence System on Pastoralists 

in the Ashili Kazakh Village， Changji City， Xinjiang Uighur 

Autonomous Region， China 

Masahiro 1IIRATA *1)， Aibibula YIMAMU2)， Tursunay REYIM2)， Sha-Zhou AN2)， Jing-Zhong ZHU2)， 
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Abstract: The sedentary policy on pastora1ists has been enforced since 19805 in the xl叩angUighur Autonomous Region， 

China， to conserve degraded na出国 rangelandand increase household incomes of pastora1ists. For eva1uating this policy 

during the past 20 ye訂民自eldsurveys were conducted with respect to出ech阻呂田oflivestock managem田t田dsubsistence 

stru由uresbefore and after the sedentariness in the Ashili Kazakh Vil1age， Changji Province， Xinjiang Uighur Autonomous 

Region. The numbers of sheep， goats and田lttle，and household incomes of pastora1ists have increased according to the 

procedure of sedentariness. Since the main income still came from the sa1es of livestock叩 dfresh milk after the 

sedent町iness，the livestock晶edingseems to play an impo此antrole on the subsistence of田凶edpastoralists. The sa1e of 

世田hmilk will improve the household income in白加re. Ifthe cultivation of cash crops is replaced by the島edingcrops， the 

pastora1ists will incr田setheir incomes because of dec日asingpurchase of晶edstuffs. In regard to the matter of rangeland 

conservation， it is considered that出e白rtherutilization of crop residues in the cultivated land by livestock grazing will 

decrease the grazing pr回日reon natura1 rangeland 
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